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(57)【要約】
　本発明は、光学材料から作製されるとともに外側部分
及び内側部分を含むワンピースレンズであって、前記内
側部分は、眼科用レンズを切断するために余剰量の、該
レンズと同じ光学材料を含み、前記余剰材料は該レンズ
の中央部分の近くに位置決めされる、ワンピースレンズ
に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側部分及び内側部分を含む光学材料からなるワンピースレンズであって、前記内側部
分は、眼科用レンズを切断するために余剰量の、該レンズと同じ光学材料を有し、前記余
剰量の材料は該レンズの中央部分の近くに位置決めされる、ワンピースレンズ。
【請求項２】
　前記ワンピースレンズは、対のフレームに組み付けるために２つの部分に切断すること
ができるため、各部分が余剰量の光学材料を含むことを特徴とする、請求項１に記載のワ
ンピースレンズ。
【請求項３】
　前記余剰量の材料は、丸みを帯びた縁の不規則な多角形の形状を有することを特徴とす
る、請求項１又は２に記載のワンピースレンズ。
【請求項４】
　各余剰量の材料は４５ｍｍの垂直方向のサイズ及び３５ｍｍの水平方向のサイズを有す
ることを特徴とする、請求項３に記載のワンピースレンズ。
【請求項５】
　前記レンズは丸みを帯びた角度を有する半長方形であることを特徴とする、請求項１に
記載のワンピースレンズ。
【請求項６】
　余剰量の材料を伴わない領域における前記レンズのサイズは１．８ｍｍであることを特
徴とする、請求項１に記載のワンピースレンズ。
【請求項７】
　前記レンズの前記外側部分は、トーリックベース、バイトーリックベース、球面ベース
、両球面ベース、円柱ベース、二重円柱ベース、非球面ベース、両面非球面ベース又はそ
れらの組合せからなる群から選択される表面を有することを特徴とする、請求項１又は２
に記載のワンピースレンズ。
【請求項８】
　前記光学材料は、調光性であるか、ソーラーフィルターを有するか、又は透明であるか
、又は偏光材料であることを特徴とする、請求項１又は２に記載のワンピースレンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学装置に関し、特に、必要とされる眼科処方レンズを切断（cutting：造
形）するために、内側部分にある余剰材料として一体化された同じ光学材料からなる部片
を有する光学的品質のワンピースレンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　紫外線及び赤外線は人間の眼には不可視であり、したがって人間の眼では紫外線及び赤
外線は検出されないため、それらに対して我々自身を防御する必要がある。上記放射線に
よって引き起こされる網膜への影響は蓄積していくものであるため、高放射線環境への絶
え間ない曝露によって、時間の経過とともに網膜の中央領域の感光素子に対して回復不可
能な損傷を引き起こし、失明又は眼障害につながるプロセスをもたらす可能性がある。瞳
孔収縮及び閉眼のような元来備わっている保護機構があるが、該機構は可視線が強い場合
にしか自身を作動させず、不可視線を検出しない。このため、眼の保護レンズを使用する
ことが重要である。
【０００３】
　眼科用又は非眼科用サングラス及び無色レンズ眼鏡のレンズに組み込まれた保護フィル
ターが、有害な太陽放射に対して人間の眼を保護するとともに、眼精疲労を軽減して視覚
を向上するために使用される。保護太陽レンズ又は無色レンズの使用は、眼科用グラジュ
エーション（graduation：補正機能）の有無に関係なく現在の大気条件のため日常的によ
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り必要になっている。
【０００４】
　ニュートラル又はグラジュエーション付きのものとすることができ、近視、遠視、乱視
、老眼、斜位、プリズム屈折（prismated：左右の視線のずれ）のような種々の屈折性欠
陥を矯正するのに必要な光学補正を導入することができるサングラス及び無色フィルター
眼鏡は、太陽放射に対して保護する要素としてだけでなく美的な理由からも装着される。
【０００５】
　眼鏡のサイズ及び形状は、太陽への高い曝露又は有害な放射の条件下では特に重要であ
り、保護されていない領域を残すべきではない。このため、側部保護及び良好な周辺視野
を有するラップアラウンド型レンズを装着する必要がある。
【０００６】
　ニュートラル又はグラジュエーション付きのサングラス及び無色フィルター眼鏡の使用
は、日常的により一般的になってきている。オゾン層の急激な崩壊は有害な太陽放射を通
過させ、身に付ける装着品としての眼鏡の使用を高めることにつながっている。しかしな
がら、処方レンズを装着する人にとっては、太陽からの保護又はスポーツ活動用の眼鏡若
しくは安全眼鏡の選択肢はほとんどなく、場合によっては、着用者は、所与のタイプの眼
鏡に適合する別個の異なる処方レンズを購入する必要がある。
【０００７】
　一方、市場では美容上の目的（太陽からの保護のため）のサングラス、オートバイ運転
者のための眼鏡、溶接工のための眼鏡、水泳の目的のための眼鏡等に対して多種多様な従
来のフレームがあるが、対のリム付き眼鏡又はワンピースレンズは、非常に高い外側ベー
スカーブを有するワイドなものであり、眼の屈折異常を患う人にとっては、それらの症状
の（their indicated）光学補正と併せて保護又はファッションとしてそれらを使用する
ことが妨げられる。それらの主な機能は、それらのラップアラウンド型レンズが有害な放
射に対して、眼に影響を与える可能性がある塵又は攻撃的な要素に対して保護するととも
に、目がくらまないようにレンズ上に配置されるシェード及びカバーによって保護するこ
とである。
【０００８】
　現在の技術水準では、衝撃に対して保護を提供するとともに着用者に必要なグラジュエ
ーションを一体化するという問題を解決しようと試みるアイウェアがある。それらは特許
文献１及び特許文献２に記載されており、眼科用レンズをフレームに取り付ける挿入具（
insert）が用いられている。
【０００９】
　特許文献１は、アイウェアであって、アイウェアフレームと、アイウェアフレーム内の
少なくとも１つのレンズと、処方レンズ挿入具がアイウェアのレンズに隣接した位置に保
持されることによってアイウェアの着用者の視力を矯正するように処方レンズ挿入具を保
持する取付け装置とを備え、アイウェアのフレームに取り付けられるノーズブリッジを更
に備え、取付け装置はノーズブリッジに取り付けられ、取付け装置はノーズブリッジに後
方に開放している水平方向に延びるチャネルを備え、さらに、処方レンズ挿入具は、ブリ
ッジによって接続される２つの処方レンズ挿入具（着用者の片目に１つずつ）を含み、ブ
リッジはノーズブリッジのチャネル内に受け入れられ、さらに、ブリッジは後方に開放し
ているチャネルに摺動可能に挿入される、アイウェアを記載している。
【００１０】
　一方、特許文献２は、セーフティアイウェアと処方レンズ挿入具とを備えるセーフティ
アイウェアセンブリを開示している。セーフティアイウェアは、着用者の眉を横切って延
びるように構成されるブロウバーを有するフレームを備え、ブロウバーに沿って離間する
複数の隆起ショルダーと、ブロウバーの外面に隣接して取り外し可能に取り付けられるユ
ニタリー安全レンズとを更に備え、垂直方向に延びる通気チャネルがブロウバーの外面と
レンズの内面との間に形成される。処方レンズ挿入具は、処方レンズを受け入れるように
構成される左レンズフレームと、処方レンズを受け入れるように構成される右レンズフレ
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ームと、ブロウバーの隆起ショルダーの少なくとも１つと相互嵌合して噛み合う関係で受
け入れられるように構成され、彫刻されたワイヤーがブロウバーの外面とレンズの内面と
の間に解放可能に捕捉されるように通気チャネルに延びるように更に構成される接続ワイ
ヤーとを備える。
【００１１】
　さらに、特許文献３、特許文献４及び特許文献５は、着用者に必要な眼科用グラジュエ
ーション付きの保護レンズを開示している。
【００１２】
　特許文献３は、保護アイウェア装置であって、少なくとも１つの視力矯正部分を含むシ
ングルピースの保護アイシールドであって、該保護アイシールドは人の頭部にフィットす
るようになっており、該シングルピースの保護アイシールドは左半体及び右半体を有して
おり、上記少なくとも１つの視力矯正部分は該シングルピースの保護アイシールドと同じ
材料片から構成されており、それにより上記少なくとも１つの視力矯正部分は該シングル
ピースの保護アイシールドと一体になっている、シングルピースの保護アイシールドと、
右テンプル（temple：つる）及び左テンプルであって、該右テンプルは上記右半体に取り
付けられ、該左テンプルは上記左半体に取り付けれており、該右テンプル及び該左テンプ
ルはそれぞれ保護側部シールドを有している、右テンプル及び左テンプルとを備える、保
護アイウェア装置を開示している。
【００１３】
　一方、特許文献４は、老眼を患う人が使用するための拡大安全眼鏡アセンブリであって
、透明で、非拡大用の飛散防止材料から実質的に作製される前方安全アイピース部分と、
それぞれが前方アイピース部分の端部に固定される、対応する右テンプル部分及び左テン
プル部分とからなり、前方安全アイピース部分は使用者の近見視力を矯正するための少な
くとも１つの内蔵型拡大矯正用セグメントを含む、拡大安全眼鏡アセンブリを記載してい
る。
【００１４】
　さらに、特許文献５は、各部分が５ジオプター～８ジオプターの範囲の曲率半径を有す
る左眼平凸部分及び右眼平凸部分を有する、ワンピースユニタリーレンズを備える安全眼
鏡を開示している。視力（eye）矯正レンズセグメントが、各平凸部分に一体化して配置
されている。視力矯正セグメントは、好ましくは直線状の上側縁を有する半円形であり、
平凸部分に囲まれている。側部シールドがレンズと一体化して形成されている。フレーム
が、レンズ及び側部シールドを横切って延びる上部片と、上部片にヒンジ接続されるテン
プルと有する。
【００１５】
　光学産業で現在用いられている光学材料からなる部片は円形設計及び特定の直径を有し
ており、これらは、既存の機械では眼科処方レンズを処理することしかできず、眼鏡、美
容用の太陽からの保護レンズ、個人保護レンズ、又はスポーツレンズを大きなフレームに
若しくは高いベースカーブで組み付けることを制限しながら、ない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】米国特許第６５０２９３７号
【特許文献２】米国特許第７０５５９５１号
【特許文献３】米国特許第６１９６６７８号
【特許文献４】米国特許第６６０４８２３号
【特許文献５】米国特許出願公開第２００３／０１４２２６４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明の目的は、単一の製品に保護及びファッションを取り入れながら、一体型眼科用
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レンズを製造すると同時に着用者の眼の屈折異常の矯正の必要性を解決する、余剰光学材
料を有する大きなサイズのワンピースレンズを提供することである。
【００１８】
　本発明のさらなる目的は、一体型眼科用レンズを製造するために最適に小さくしたサイ
ズの、戦略的に配置された余剰光学材料を有する大きなサイズのワンピースレンズを提供
することであり、それゆえ、ワンピースレンズの内側部分全体を研磨する必要がないため
、製造プロセスの節減をもたらす。
【００１９】
　本発明のさらなる目的は、それ自体の曲率及び縁の薄さのため、あらゆるタイプのフレ
ームに適合することができるレンズを提供することであり、それゆえ、より軽くかつより
魅力的な装置を提供する。
【００２０】
　本発明のさらなる目的は、その機能が、眼科用アセンブリの場合は通常却下されるベー
スカーブを有し、無色若しくは太陽光に適合した着色（sun dye）であるか、又は前側若
しくは後側若しくは両側に施される任意のタイプの光学仕上げ若しくはカバーを伴う、大
きなフレーム上に配置される一体型眼科用レンズとともに対のレンズを提供することであ
る、レンズを提供することである。本発明のさらなる目的は、美的なレンズ及びグラジュ
エーション付きのレンズが単一の平面において融合しているため、優れた光学的品質を提
供することである
【００２１】
　本発明のさらなる目的は、自身の活動を行うのにグラジュエーション付きのレンズが必
要である人に、単一のレンズでそれらの人の目に保護及びおしゃれな美的要素を提供する
ことであり、処方レンズは付加的な固定具及び／又は付属品を必要とすることなく直接一
体化されている。
【００２２】
　本発明のさらなる目的は、障害物のないワンピースレンズを提供し、使用者に快適さを
提供するより広いラップアラウンドのパノラマビジョンを有するレンズを得ることである
。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　上記は、外側部分及び内側部分を含む光学材料ワンピースレンズによって得られ、内側
部分は、眼科用レンズを切断するために、余剰量の、レンズと同じ光学材料を含み、上記
余剰材料はレンズの中央部分の近くに位置決めされる。
【００２４】
　本発明の理解を容易にするために、以下で本発明の説明を添付の図面とともに提供する
。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一体型眼科用レンズの作製のために一体化される余剰量の光学材料を有
する、ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズの後部の斜視図である。
【図２】本発明の一体型眼科用レンズの作製のために一体化される余剰量の光学材料を有
する、ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズの上面図である。
【図３】本発明の一体型眼科用レンズの作製のために一体化される余剰量の光学材料を有
する、ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズの後部の斜視図であり、一体型眼科
用レンズは大きな対のフレームへの取付けのために２つの部分、すなわち一方の右手側部
分及び一方の左手側部分に分離するように示される。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１～図３において、ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズが、本発明の一体
型眼科用レンズの作製のために一体化される余剰量２の光学材料とともに示される。
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【００２７】
　レンズ１は、非眼科用ニュートラルレンズ及び眼科用矯正処方レンズで使用するために
トーリック、バイトーリック、球面、両球面、円柱、二重円柱、非球面、両面非球面ベー
ス又はそれらの組合せを有することができる外側ベースカーブを含む。
【００２８】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズ１は、任意の既知の射出又はキャスティ
ング方法によって製造することでき、かつ任意の数の外側及び／又は内側ベースに収まる
ように（in）製造することができ、眼科用レンズ及び非眼科用レンズに用いられる（indi
cated）あらゆるタイプの光学材料から作製することができる。
【００２９】
　製造用材料は、透明であるか、調光性であるか、シェード付きであるか、ミラー付きと
することができるか、又は任意の他の実施形態では、前側若しくは後側若しくは両側に配
置される眼科用レンズ及び非眼科用レンズ用に処理が施されたか若しくはこれらのレンズ
用のカバーが付いたものとすることできる。
【００３０】
　本発明の一つの特徴は、大きなフレームを有するレンズを、任意のタイプの光学補正と
一体化された大きなフレームを有するレンズに変えることである。
【００３１】
　広い周辺視野を有するラップアラウンド型パノラマワンピースレンズ１は、ワンピース
レンズに一体化される眼科用レンズを製造することを専ら意図される。
【００３２】
　眼科用レンズは、内側余剰体積の光学材料、すなわちワンピースレンズ１の内側部分に
配置される、レンズ１を構成する材料と同じ材料からなる一体型部片２によって得られ、
眼科処方レンズにおいて必須の近見視力及び中間視力の追加の光学的中心及びセグメント
を位置付けるようにプリズムジオプターのサイズに切断することは、眼科用レンズの切断
及び生成の任意の既知の技法を通して得られる。任意の既知のタイプの処方光学レンズは
、ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズ１に一体化された内側余剰体積の光学材
料からなる部片２において、接着剤、従来のアセンブリベベル（assembly bevel）、相互
嵌合、挿入又は既知の組付け適合を必要とすることなく製造することができる。
【００３３】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズ１に一体化されている、切断及び必須の
眼科処方の入手が必要とされる、内側余剰体積の光学材料からなる部片２は、結果として
生じるサイズでは、材料の組合せで必要とされる処方レンズを形成することになるラップ
アラウンド型パノラマワンピースレンズ１を含めて、デジタルマイクロメーター又はバー
ニアを用いて幾何学的中心において測定される少なくとも１２ｍｍの材料厚を有する。
【００３４】
　部片２は、丸みを帯びた縁を有する不規則な多角形の形状を有することができ、余剰体
積の光学材料からなる２つの部片の間のＤＢＬ間隔を維持しながら、鼻側（レンズ１の中
央部分）に向かってかつ幾何学的光学的中心に位置決めされる。
【００３５】
　対のリムのための眼科用レンズの製造、及び必要とされる左右眼科処方レンズの独立し
た切断のために、ワンピースレンズ１の総水平長さの面に関して正確に等距離に、このワ
ンピースレンズを２つの部分３Ａ及び３Ｂに切断することができる。
【００３６】
　例えば、光学材料からなる部片２は以下のサイズ：Ａ＝４５ｍｍ、Ｂ＝３５ｍｍ；ＥＤ
（有効径）＝４５ｍｍ、及びＤＢＬ（レンズ間距離）＝１６ｍｍを有することができる。
得られる眼科用レンズは、ワンピースレンズ１上に一体化されているため、それらの眼科
用レンズの耐用年数にわたってより長い期間清潔さ及び透明度を保つ。
【００３７】
　光学部片２を形成する余剰光学材料の体積は、ワンピースレンズ１の内側表面全体を覆
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わない。
【００３８】
　マスクの、余剰体積の内側光学材料の研磨された領域と一致するワンピースレンズ１の
外側表面、及び上記領域はいずれも必要とされる眼科処方レンズの不可欠な部分である。
【００３９】
　余剰体積の光学材料からなる部片２を伴わない領域のワンピースレンズ１は、衝撃保護
マスクにおいて用いるために、保護目的で安全とみなされるのに必要な１．８ｍｍの最小
厚さを有する。
【００４０】
　ワンピースレンズ１を有するマスクは、前側、後側又は両側にあらゆるタイプの既知の
保護カバー及び美的なカバーを受け入れることができる。
【００４１】
　ワンピースレンズ１及び余剰材料体積からなる部片２は、単一の部片において結合され
る同じ光学材料から作製されるものとし、任意の既知の光学材料タイプのものとする。こ
のように、透明で偏光したソーラーフィルターを有する調光性光学材料の場合、又は任意
の光学実施形態の場合、装置全体及びその部分は同じ材料から作製され、特定の処方作業
に求められる光学的品質及び／又は美的品質を維持する。
【００４２】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズのワンピースレンズ１は、大きなフレー
ムへの組付けを可能にするために、セグメントの高さ及び正確な瞳孔間距離に関して、着
用者の処方レンズの良好な適応に影響することなく必須の光学的形状及び光学的中心の位
置をずらすことを可能にしながら、光学材料からなる部片から独立して側部の余剰材料を
含む。
【００４３】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズのワンピースレンズ１の上側及び下側の
側頭部光角５は、必須のグラジュエーションを得るために切断及び研磨プロセス中に、衝
撃による障害又は分解を防ぐための丸みを帯びた切断面を有する。
【００４４】
　例えば、ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズの半長方形形状のワンピースレ
ンズ１は、ワンピースレンズ１の最大サイズを制限することなく大きなサイズのソーラー
及び／又は眼科用フレームへの良好な組付けを可能にするために、水平方向に１２０ｍｍ
であり、垂直方向に６０ｍｍであり、幾つかの個人保護目的のマスク用途における必要性
を満たす。その設計は、切断及び研磨プロセスが従来の眼科用レンズを切断及び生成する
ための任意の従来の技法によって得られる部片の回転を必要とする場合、重量均衡を可能
にする。
【００４５】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズのワンピースレンズ１は、組付けのため
にあらゆる形状の製品に適合する標準的なサイズに作製される。
【００４６】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズのワンピースレンズ１は、オリジナルの
設計形状又はその組付けに必要な形状を得るために、既知の切断技法を使用して、それら
の切断線をフレーム設計又は精密な組付けのために選択された形状に適合して輪郭付けす
ることができる。
【００４７】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズのワンピースレンズ１は、従来の光学ベ
ベルてこでは達成不可能な精密な角度切断部を得るために、既知の技法によって得られる
眼科用レンズを切断及び生成する前後に既知の技法によって切断することができる。
【００４８】
　ラップアラウンド型パノラマワンピースレンズのワンピースレンズ１は、要件に応じて
中央で結合する（union）ことを可能にしながら、大きくて独立した対のリムフレームと
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組み付けるために既知の技法を用いて得られる眼科用レンズを切断及び生成する前後に、
既知の切断技法によって、２つの部片、すなわち右手側部片及び左手側部片に分離するこ
とができる。この組付けシステムは、ソーラー、眼科、スポーツ及びセキュリティ業界の
レンズの多くに適用可能である。
【００４９】
　本発明をその好ましい実施形態において説明及び例示した。しかしながら、当業者は、
添付の特許請求の範囲内に入る変形を意図することができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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